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　　一一一保育所が完成一一
待ち望まれていた児童福祉施設江南村立保育所が完
成いたしました。
この事業は同和対策事業として、昨年10月から新建
築設計社、’鈴木一級建築士の設計で、橋亀コンクリー

ト工業所（有）が工事を担当してまいりました・
総工費52，955千円（用地費14，571・建築造成33，444
・備品遊具費等4，940）でこのうち国庫補助金14，553

千円・県補助金5，457千円・起債32k900千円・一般財
源45千円です。

鉄骨平家建、敷地3，236㎡、建面積452．7㎡で保育
室4、遊戯室1、事務室、保健室、給食室の外、プー
ル、手洗場、足洗場などもあり、冷暖房完備というめ
ぐまれた園舎で、屋外には安全ブランコずシーソー、

ジャングルジム、すべり台などの遊具も備わり小高い
展望のよい静かな環境のもとに、幼児の楽園として・
また、豊かな幼児保育の場として、まことにふさわし
く、今後の児童福祉に大きく貢献するでしょう。
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広報こうなん（2

ま
し
た
の
で
、

そ
の
運
営
費
用

な
ど
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

ラ
ブ
の
育
成
、
一
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄

の
た
め
に
、
家
庭
奉
仕
員
活
動
の
充
実

を
は
か
る
た
め
の
費
用
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

農
村
セ
ン
タ
ー
工
事
始
ま
る

昭和49年4月10日
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昭
和
四
十
九
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度
の
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算
な
ど
を
審
議
飢
る
第
一
回
定
例
村
議
会
は
…
▲

▼
…
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開
か
れ
、
慎
重
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審
議
の
う
え
可
決
…
▲
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成
立
さ
れ
ま
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た
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で
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の
あ
ら
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い
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す
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前
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▲
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別
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％
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▲
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．
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村
税
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一
億
六
千
五
百
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年
の
三
八
％
の
伸
び
を
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し
、
そ
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
国
・
県
支
出
金
の
一
億
一
千
四
百
五

予算φあちまし

6億9，5餌万7千円
　　8，493万5千円
　　4，127万1干・円

八
万
六
千
円
、

円
な
ど
で
す
。

村
債
の
八
千
百
四
〇
万

國
幽
糖
聾
餐
碗
器

が
は
か
れ
る
よ
う
、
本
村
の
立
地
条
件

や
、
社
会
的
条
件
を
加
昧
し
、
村
内
全

体
の
円
滑
な
向
上
の
た
め
の
予
算
配
分

を
行
な
い
ま
し
た
が
、
主
な
も
の
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

保
育
所
の
開
設

　
児
童
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

な
が
い
間
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
保
育

所
が
、
役
場
の
北
側
に
、
完
成
い
た
し
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）
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人
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昭
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昭
和
四
十
八
・
四
十
九
年
度
に
亘
っ

て
、
近
代
農
村
建
設
特
別
助
成
事
業
に

よ
り
、
小
原
農
協
敷
地
内
べ
鉄
筋
コ
ン

他
費
費
費
費
費
費
費
費
費

の
工
生
会
防
債
生
木
務
育

そ

商
衛
議
消
公
民
土
総
教
農林水産業費

画口名oo1千円
586千円　　　　　　　　3，337千円

工］　　18，145千円

函　　2乳998千円
38，221千円ヨ

η
團 國　4乳780千円

59，321千円

78，896千円

91，606千円

5　　　161，099千円

一177，243千円

　　243

　　114，

81．400

74，340千
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20，000千円
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7，100千円
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59，108千円

　　　　　　　ロ　　　　千万円10　9

地方交付税

国・県支出金

村　　　債

固定資産税

村　民　税

金
税
金
税

　
得
　
費

入
暫
鞘

　
動
　
ば

繰
自
交
た

ノ

電気・ガス税

軽自動車税

そ　の　他

）

ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
の
農
村
セ
ン
タ
ー
の

建
築
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の
皆
様
に

近
代
的
で
明
る
い
、
よ
り
良
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
各
種
研
修
お
よ
び
、

い
こ
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
施
設
で
、
七
月
に
完
成
す
る

よ
う
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

欝．

顕

1世帯当りの
　　　税負担額
　　　　　　（円）

1世帯当りの経費
　　　　　　　（円
種　　　別 金　額

（円）

小学校費 6，987 種　　　別 金　額

中学校費
幼稚園費

5，864

27，791 村　民　税 37，477

農林水産業費 97，547 固定資産税 40，914

土　木　費 43，421． たばこ消費税 6，148

民　生　費
衛　生　費
消　防　費

32，648

9，986

21，035

電気ガス税
軽自動車税

3，908

2，227

そ　の　他 137，576 そ　の　他 551

合　　　計 382，855 合　　　計・ 91，225
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昭和49年4月10日

昭和49年度

一般会計
国保特別会計
水道会計事業

　（3）広報こうなん

i　水道事業会計は「収益的収入及び支出」と「資本

1　　的収入及び支出」にわかれて構成されております。

1　　　　　収益的収入及び支出
1　　　この収支は営業面をあらわすもので、収入は水
1　　道使用料金と本年増加する加入者分を含めて、4F
l　　千127万2千円を見込みました。
lI　　　支出は原水費、給排水費用、職員費、減価償却
1　　費などで4千17万円です。
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県
営
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
分
担
金

農
道
舗
装
、
農
道
改
良
事
業
、
各
土
地

改
良
区
の
登
記
や
第
二
次
農
業
構
造
改

善
事
業
と
し
て
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
大
型
農
業
機
械
の
購
入
助
成
の

費
用
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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・
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水道事業会計
　　　資本的収入及び支出『
　これは、資本構成をあらわすもので、収入は企
業債や新規加入者分担金及び負担金、一般会計か

らの消火栓の費用などで8千697万5千円です
　これは、建設改良費や企業債の償還金などで、
建設改良費の中で特に本年度より5ケ年計画で第
2次拡張工事の初年度分で企業債が7千万円含ま
れてお・り、昭和52年の人口1万2千人を目標に・
工事が始まりま㌃。

￥
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と
し
で
、

ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の

設
置
や
、

道
路
照
明

灯
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー

ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、
道

路
標
識
の

設
置
費
等

を
計
上
い

た
し
ま
し

菟
φ

　
　
レ

　
幼
稚
園
の
統
合
を
め
ざ
し
て

　
皆
さ
ん
の
要
望
も
あ
り
、
ま
た
幼
児

教
育
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
広
々
と

し
た
静
か
な
環
境
の
も
と
、
よ
り
一
層

の
幼
児
教
育
を
行
う
た
め
南
幼
稚
園
の

移
転
新
築
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
新
築
落
成
な
っ
た
北
幼
稚
園

と
同
じ
位
置
に
統
合
し
、
村
立
幼
稚
園

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
国
保
特

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
国
保
総
予
算
額
の
八
O
・
七
％
を

占
め
る
保
険
給
付
費
が
、
医
療
費
改
訂

や
老
人
医
療
の
無
料
化
、
そ
の
ほ
か
、

自
然
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
大
巾
な
伸
び

を
示
し
、
収
支
予
算
額
は
、
前
年
に
対

し
て
二
八
・
九
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
給
付
費
の
増
加

に
と
も
「
な
い
、
国
庫
補
助
金
の
増
額
が

見
込
ま
れ
、
前
年
よ
り
二
〇
・
六
％
増

を
計
上
し
、
保
険
税
で
は
、
給
付
費
の

大
巾
な
増
加
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
前

年
比
、
三
四
・
九
％
の
増
税
に
な
り
ま

し
た
。

　
尚
、
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
財
源
不
．

足
を
補
う
た
め
、
基
金
か
ら
三
百
万
円

の
繰
入
れ
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
保
険
税
は
療
養
諸
費
の
半
額

　
皆
さ
ん
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
診

　
商
工
業
及
び

　
　
　
　
観
光
事
業
の
振
興

　
村
内
の
商
工
業
及
び
観
光
事
業
振
興

の
た
め
の
費
用
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
公
　
　
債
　
　
費

　
教
育
施
設
や
農
業
施
設
、
道
路
整
備

な
ど
の
た
め
に
村
が
借
り
た
お
金
の
返

済
金
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

別
会
計

療
を
受
け
た
場
合
、
村
か
ら
お
医
者
さ

ん
に
支
払
う
お
金
は
、
一
年
問
で
お
よ

そ
七
千
三
六
万
一
千
円
で

　
一
世
帯
当
り
に
し
ま
す
と

　
　
六
万
七
千
二
百
六
十
七
円

　
一
人
当
り
に
し
ま
す
と

　
　
一
万
九
千
六
百
五
十
九
円

保
険
税
で
み
ま
す
と

　
一
世
帯
当
り

　
　
三
万
二
千
三
百
七
十
七
円

　
一
人
当
り

　
　
九
千
四
百
六
十
二
円
と
い
う
計
算

に
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
は
、
療
養
の
給
付
費
と
し

て
支
払
う
額
の
お
よ
そ
半
額
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　その他の支出
　　　　　　　　　　1，533千円

　　　　　　　　　　　　18％

囎讃鴛－
繰越金
2，898千円その鉾の収入1・064千円L3％

劃
　　療養諸費
　　70，361千円

　　　82．8％

保険施設費『

2，680千円

　3．2％

総務費
　＆801千円

　10．4％

四
月
か
ら
増
額

四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
、
助
産

　　　　　国民健康保険税

　　　　　　34，245『F円

　　歳入　　4α3％

　84，935
　　干円

国県補助金

43も鑑円　ノ

’

千
％

鶴
腿
　
　
轄

　
　
徽
罧

　
　
簿
a

費
・
葬
祭
費
が
増
額
に
な
り
ま
す
。

　
助
産
費
…
二
万
円
（
前
は
一
万
円
）

　
葬
祭
費
…
一
万
円
（
前
は
五
千
円
）

な
お
、
育
児
手
当
は
、
前
と
同
じ
で
、

一
件
に
つ
き
一
千
二
百
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
国
保
の
現
況
三
月
百
現
在

国
保
加
入
世
帯
数
　
一
千
六
十
六
世
帯

国
保
被
保
険
者
数
三
千
六
百
四
十
三
人

加
　
入
　
率
　
　
　
．
，
四
十
四
・
一
％
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こ
ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
春
の
交
通
安
全
運
動
は
終
り
ま
し
た

が
、
四
月
・
五
月
は
依
然
交
通
事
故
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
残
念
な
の

は
、
か
わ
い
い
幼
稚
園
児
や
、
ラ
ン
ド

セ
ル
も
新
し
い
新
入
生
の
事
故
が
多
い

こ
と
で
す
。

　
運
転
手
の
方
は
も
と
よ
り
、
ご
家
庭

の
皆
さ
ま
も
、
ど
う
か
こ
ど
も
た
ち
の

事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
次
の
こ
と
が

ら
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ー
運
転
手
の
方
へ
i

　
●
あ
な
た
の
車
は
制
限
速
度
で
走
っ

　
　
て
い
ま
す
か
。

　
●
む
り
な
追
越
を
し
て
い
な
い
で
し

　
　
ょ
う
か
。

　
●
わ
き
見
運
転
は
し
ま
せ
ん
か
。

　
●
車
間
距
離
は
十
分
で
す
か
。

　
●
違
法
駐
車
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
●
飲
酒
運
転
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
●
自
信
過
剰
運
転
を
し
て
い
ま
せ
ん

　
　
か
。

あ
せ
っ
て
る

　
今
が
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
赤
信
号

1
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
ー

●
朝
、
出
か
け
る
時
間
を
早
く
し
て

忘
れ
物
の
な
い
よ
う
に
み
て
あ
げ

　
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
ど
も
の
事
故
は
、
登
下
校
中
よ

　
り
も
帰
宅
後
や
休
日
に
多
く
発
生

　
し
て
い
ま
す
。

●
日
ご
ろ
か
ら
、
危
険
な
場
所
で
は

遊
ば
な
い
よ
う
に
、
安
全
な
遊
び

場
所
を
選
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
か
。

●
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

　も

を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
場
で
“

　愛の

一
声
”
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
信
号
機
や
道
路
標
識
の
見
方
を
く

　
り
か
え
し
教
え
た
り
、
横
断
歩
道

　
の
正
し
い
わ
た
り
方
を
教
え
ま
し

　
よ
う
。

き
を
つ
け
よ
・
つ

　
ま
い
に
ち
と
お
る

　
　
　
　
　
み
ち
だ
け
ど

口
，

，
，
ー
甲

，
■
閣

　※※交通安全クイズ※※　
みなさんも勉強してこどもさんを交通事故か
ら守りましょう。

（正しいものにO印をつけてぐださい）

1，こどもの事故はいつ頃多く発生しますか。
　ア　登下校の途中　イ　下校後および休日の

家の近く　ウ　学校にいるとき

2，こどもの交通事故で一番多い原因はどれで
　すか。

　ア　左側歩行中　イ　横断中　ウ　道路への
　とびだし

3，こどもの事故はどんな道路で発生していま
　すか。

　ア　巾が5m前後の市町村道　イ　国道
　ウ　県道

4，こどもは何歳位が一番交通事故にあってい
　ますか。

　ア　4歳位　イ　8歳位　ウ　10歳位
5，自転車の事故原因で一番多いのは何ですか。

　ア　右側通行　イ　急な右折　ウ　ニ人乗り

6，時速40㎞で走る自動車は1秒間に何mぐら
　い走るでしょ．う。

　ア　5m　イ　11m　ウ　20m
　　　※　答は8ページにあります。

）

）

　
春
は
花
に
さ
そ
わ
れ
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
ド
ラ
イ
ブ
の
計
画
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
無
理
の
な
い
計
画
を
た
て

て
、
ま
た
、
交
通
道
徳
を
守
っ
て
楽
し

い
一
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

　
　
　
　
　
　
　
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

み
ん
な
で

安
全
確
保

　
　
　
　
。
し

　
　
　
　
桑
遍

新
入
学
（
園
）
児
童
を

交
通
事
故
か
ら
ま
も
り

ま
し
よ
・
つ

）

）

人
事
異
動

　
　
　
　
　
四
月
一
日
付
で

　
新
年
度
を
迎
え
、
次
の
と
お
り
異
動

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
教
職
員
異
動

▽
小
学
校

●
教
頭
　
　
新
任
校
　
　
前
任
校

田
口
正
雄
北
小
　
（
石
原
小
）

大
野
昌
一
　
花
園
中
　
　
（
北
　
小
）

●
教
諭

野
部
澄
江
　
浦
和
大
谷
口
小
（
北
小
）

●
事
務
職
員

木
岡
孝
子
　
北
　
小
　
　
（
大
宮
西
小
）

久
米
廣
子
　
熊
谷
南
小
　
　
　
（
北
小
）

▽
中
学
校

●
校
長

橋
本
寿
夫
　
江
南
中
　
　
　
（
市
田
小
）

小
林
忠
勝
　
玉
井
中
　
　
　
（
江
南
中
）

●
教
諭
　
　
　
　
　
ー

根
岸
　
務

小
林
茂

角
田
光
男

能
見
忠
久

吉
野
純
子

●
助
教
諭

三
好
悦
史

江
南
中

奈
良
中

別
府
中

花
園
中

大
麻
生
中

（
大
原
中
）

（
江
南
中
）

（
江
南
中
）

（
江
南
中
）

（
江
南
中
）

　
　
　
　
種
足
中
　
　
　
（
江
南
中
）

木
村
真
千
子
志
木
中
　
　
　
（
江
南
中
）

▽
小
学
校
　
　
（
新
規
採
用
）

南
小
　
馬
場
由
美
子
（
教
諭
）
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継続加入は
　　おすみですか
！ 燕

孤

　
こ
れ
は
、
昨
年
、

交
通
事
故
で
す
。

交通事故証明書のあるもの

死亡……30分に1人
負傷者……30秒に1人

全
国
で
発
生
し
た

　
朝
、
元
気
で
出
て
い
っ
て
も
、
帰
っ

て
き
て
顔
を
見
る
ま
で
は
心
配
な
毎
日

で
す
。

　
不
幸
に
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
族

に
交
通
事
故
が
発
生
し
た
な
ら
ば
、
一

瞬
に
し
て
不
幸
の
ど
ん
底
に
お
と
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

市
町
村
交
通
災
害

　
　
共
済
組
合
の
目
的

　
こ
の
共
済
組
合
は
、
不
幸
な
交
通
災

害
を
受
け
た
家
庭
を
救
済
す
る
た
め
に

県
内
六
十
五
市
町
村
、
加
入
者
約
百
三

十
五
万
人
の
相
互
扶
助
の
共
済
制
度
で

す
。

共
済
見
舞
金
は

　
こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
強
制
保
険

ま
た
は
、
任
意
保
険
と
は
関
係
な
く
、

万
一
交
通
事
故
の
と
き
は
、
別
表
の
と

級 災　　害　　区　　分 見舞金額

董 死　　　　亡 500，000円

2 6ケ月以上のけが 100，000円

3 5ケ月以上6ケ月未満のけが 50，000円
4 4ケ月以上5ケ月未満のけが 40，000円

5 3ケ月以上4ケ月未満のけが 30，000円
6 2ケ月以上3ケ月未満のけが 20，000円
7 1ケ月以上2ケ月未満のけが 10，000円
8 1週間以上1ケ月未満のけが 5，000円

9 1週間未満のけが 2，000円

※ 身体障害者見舞金・葬祭費 100，000円

交通事故証明書のないもの

災　　害　　区　　分 見舞金額

死　　　　　　亡 50，000円

1週間以上のけが 5，000円

1週間未満のけが 2，000円

※　身体障害者見舞金・葬祭費 10，000円

お
り
二
千
円
か
ら
最
高
五
十
万
円
ま
で

の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

共
済
見
舞
金
の

　
　
　
　
追
加
給
付

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
発

生
し
た
交
通
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、

診
断
書
料
等
の
値
上
り
に
よ
り
、
共
済

見
舞
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
別
表
の
見

舞
金
額
に舘
羅
事

給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

“
加
入
申
込
は
h

　
三
月
中
に
、
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

継
続
加
入
の
申
込
を
取
り
ま
と
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
未
加
入
の
方
で
も

四
月
以
降
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
℃

　
●
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
に
お

　
　
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
村
の
状
況

　
昨
年
度
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら

四
十
九
年
三
月
末
ま
で
）
の
加
入
者
数

及
び
見
舞
金
額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
加
入
者
数
…
…
…
…
四
、
〇
二
六
名

　
見
舞
金
支
給
件
数
…
…
…
二
十
三
件

　
見
舞
金
支
給
金
額
…
…
八
十
七
万
円

北
幼
稚
園
舎
が

　
　
　
　
　
　
完
成

　
北
幼
稚
園
の
園
舎
は
、
昨
年
十
一
月

に
、
㈱
新
建
築
社
の
設
計
で
㈱
小
林
組

に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
居
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
い
た
し
ま
し

た
。　
鉄
筋
平
家
建
で
、
管
理
室
一
、
保
育

室
四
、
遊
戯
室
一
、
便
所
一
の
延
六
百

五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
環
境
に

め
ぐ
ま
れ
た
豊
か
な
教
育
の
場
と
し
て

大
い
に
期
待
が
も
て
ま
す
。

南
小
　
和
田
ト
ミ
子
（
養
護
）

北
小
　
鈴
木
常
雄
　
　
（
教
諭
）

▽
中
学
校
　
　
（
新
規
採
用
）

江
南
中
　
塩
原
典
子
（
教
諭
）

　
〃
　
　
中
島
　
清
（
教
諭
）

　
〃
　
　
飯
島
　
修
（
事
務
嘱
託
）

▽
幼
稚
園
　
　
（
新
規
採
用
）

　北南””幼”幼
関
口
照
代
　
　
（
教
諭
）

清
水
洋
子
　
　
（
教
諭
）

萩
原
美
知
子
（
教
諭
）

水
野
公
子
　
　
（
教
諭
）

反
町
勝
行
　
　
（
運
転
手
）

●
退
職

江
南
中
　
高
野
忠
夫

　
◎
役
場
職
員

　
　
　
　
（
新
規
採
用
）

須
永
哲
夫
　
野
口
考
一
　
高
田
栄
子

岡
部
の
ぶ
子
　
水
野
喜
代
子

吉
野
博
孝

●
退
職

田
中
　
昇
（
企
画
課
）

　
◎
保
育
所
保
母

　
　
　
　
（
新
規
採
用
）

吉
田
稔
江
　
小
島
和
子
　
関
口
富
子

堀
口
和
子
　
三
井
倉
珠
江

野
口
美
和
子
　
大
谷
千
恵
子
（
給
食
婦
）

　
役
職
員
交
替

　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

▽
区
長

野
原
　
木
村
善
作
（
志
村
利
次
）

板
井
　
小
田
川
喜
栄
（
吉
野
金
一
郎
）



広報こうなん（6昭和49年4月10日

㌶
膨
膨
笏
笏
獲
笏
㌶

固
定
資
産

　
　
　
　
　
課
税

　
今
年
も
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
）
の
税
の
軽
減
等
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
調
査
の

た
め
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
が
次
の

と
お
り
延
期
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
期
日
…
四
月
一
日
～
四
月
二
十
日

　
時
問
…
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

　
場
所
…
役
場
税
務
課

※
　
な
お
ハ
課
税
台
帳
の
内
容
に
つ
き

　
ま
し
て
ご
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
審
査
の
申

」
一
籔
…
一
蛎
＝
一
＝
騎
≡
＝
籔
≡
一
輔
一
≡
一
蜘
一
【
｝
一
雪
一
一
一
医
嘱
…
一
騎
一
≡
雲
…
輌
≡
一
騒
≡
≡
鵯
犀

一III4月の納税一闇

　国民健康保険税

　第1期分
〔納期4月30日〕

◆期限内完納に御協力を◆

㎜Ill㎜II聞1”㎜”脚Ill日翻1”劇”㎜II旧酬1脚腿1旧1”凋11旧引III㎜”1囲III”酬醤1

皇
箋
一
…
雪
一
一
＝
騎
≡
一
一
堕
召
一
一
＝
唱
≡
≡
蛎
一
≡
5
≡
5
一
≡
鰯
一
≡
騎
≡
一
医
5
≡
雪
一
一
一
一
編
一
肌

台
帳
の
縦
覧

　
し
出
が
で
き
ま
す
。

　
●
く
わ
し
く
は
、
』
役
場
税
務
課
に
お

　
　
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の

　
　
　
　
納
期
が

　
　
　
　
　
　
年
一
回
に

　
四
十
九
年
度
か
ら
実
施

　
従
来
、
自
動
車
税
の
納
期
は
四
月
と

十
月
の
年
二
回
で
し
た
が
、
昭
和
四
十

九
年
度
か
ら
五
月
の
一
回
に
変
り
ま
す
。

　
本
年
か
ら
は
、
五
月
に
な
り
ま
す
と

自
動
車
税
務
所
か
ら
納
税
の
た
め
の
通

知
書
が
お
手
元
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
そ
の
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ
て

お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
や
農
協
な

ど
へ
五
月
三
デ
一
日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
F

　
そ
こ
で
自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

は
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
　
車
を
売
っ
た
り
、
廃
車
す
る
手
続

　
き
を
人
に
ま
か
せ
る
と
き
は
、
確
実

　
に
移
転
、
抹
消
の
登
録
な
ど
が
行
な

　
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ

　
＞
つ
。

▽
　
県
外
移
転
・
廃
車
の
と
き
、
自
動

車
税
は
、
月
割
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

車
の
譲
渡
に
よ
り
他
県
に
移
っ
た
り

あ
る
い
は
廃
車
を
し
た
と
き
は
、
四

月
か
ら
そ
の
変
更
の
あ
っ
，
た
月
ま
で

を
月
割
計
算
し
た
税
額
が
課
税
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
　
県
内
で
移
転
し
た
と
き
は
、
そ
の

年
度
の
末
日
（
三
月
三
十
一
日
）
に

変
更
し
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

車
を
売
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
新

　
し
い
所
有
者
が
同
じ
県
内
の
人
で
あ

　
る
と
き
は
、
自
動
車
税
を
納
め
る
う

え
で
は
、
そ
の
年
度
の
末
日
で
あ
る

　三月

三
十
｝
日
に
所
有
者
の
変
更
が

　あっ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

▽
　
自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を

　
受
け
る
に
は
、
自
動
車
税
の
納
税
証

　
明
が
必
要
で
す
。

整
備
工
場
に
車
検
を
依
頼
す
る
と
き

　
は
、
自
動
車
検
査
証
と
い
っ
し
ょ
に

　
自
動
車
税
の
領
収
証
書
を
預
け
で
く

　
だ
さ
い
。

　
　
こ
の
領
収
証
書
が
あ
れ
ば
、
自
動

車
税
務
署
で
継
続
検
査
申
請
書
に
納

　税

証
明
印
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
県
総
務
部
税
務
課
）

Φ
ー
二
ー
亘
亘
亘
亘
亘
夏
ー
ー
ユ
夏
！
ー
i
Φ

　
　
た
ば
こ
は
村
内
で

　
　
　
　
買
い
ま
し
ょ
う

　
本
村
の
「
た
ば
こ
」
消
費
税
は

　
年
間
約
一
千
万
円
に
な
り
、

　
村
の
大
き
な
収
入
源
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

◎
i
I
I
I
I
I
I
ー
墨
ー
且
夏
豆
豆
豆
1
◎

㌶
欝

　
　
　
　
　
で
冨
弔

躍
礫

＊
季
節
の
話
題

㎏色

　
春
分
か
ら
伸
び
た
日
あ
し
が
冬
の
短

日
を
か
こ
っ
た
後
な
の
で
、
日
中
ゆ
と

り
も
出
来
、
心
持
ち
の
び
や
か
に
な
り

「
あ
ら
、
も
う
こ
ん
な
時
間
…
」
と
、

あ
わ
て
て
お
夕
食
の
準
備
に
取
り
か
か

る
奥
さ
ん
。

　
四
月
は
、
卯
（
う
）
の
花
が
い
っ
せ

い
に
咲
き
そ
ろ
う
の
で
「
卯
月
」
と
呼

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
の
こ
ろ
は
、
裏
日
本
と
表
日
本
の

気
候
の
差
が
少
な
く
な
っ
て
全
般
的
に

花
ぐ
も
り
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
に
強
い
南
風
が
吹
い
て
、

月
も
開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
す
が
、
あ

⑩
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
を
通
り
ぬ
け

た
い
ま
で
は
、
ど
こ
と
な
く
の
び
の
び

し
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
《
か
げ
ろ
う
》

　
よ
く
晴
れ
た
日
に
、
遠
く
の
景
色
を

な
が
め
る
と
、
人
や
車
ま
で
も
ゆ
ら
ゆ

ら
ゆ
れ
て
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
い
か

ね
も
春
ら
し
い
の
ど
か
さ
で
す
。

　
こ
れ
は
、
春
の
日
ざ
し
が
強
い
た
め

空
気
の
密
度
分
布
に
異
常
が
お
こ
っ
て

見
え
る
現
象
で
、
春
で
な
け
れ
ば
見
ら

れ
な
い
風
景
で
す
。

ゆレ　　ぽハ　レぽロ　レまロぬハロぽゆロゆぽや

1物を大切にいた　l

lしましょう　　i
l　、　　　　　　》　li　消費は美徳と言っ時i
i代は過ぎ去りました。i
l　身のまわりの品々をl
l　　　　　　　　　四ll大切にし不要不急の貝l
lいだめや人のうわさにl
lまどわされない賢？消l

i費者になりましょっ。1
嘩梱脚一・一田一閥酬旧駅旧燗酬旧，一旧駅磯

歩㌢擾

　
ヂ
ー
ゼ
ル
器
機
㈱
江
南
工
場
ハ
ワ
イ

ア
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
、
め
ぐ
ま
れ
な
い
施

設
の
子
供
に
と
一
万
円
が
贈
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
費
用
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

村
内
か
ら
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
子

供
た
ち
の
た
め
に
さ
っ
そ
く
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
篤
志
家
か
ら
も
福
祉
の
た
め
に

　
江
南
村
の
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
篤
志
家
か
ら
一
万
円
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
、
好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　
さ
っ
そ
く
福
祉
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

）

）

）

）
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移
動
県
政
教
室
開
催

　
さ
る
二
月
二
十
二
日
、
県
の
主
催
に

よ
る
移
動
県
政
教
室
が
、
開
か
れ
ま
し

た
。
：

　
こ
れ
は
、
よ
り
多
く
の
か
た
が
だ
に

県
の
施
設
を
み
て
い
た
だ
き
、
行
政
に

対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
村
で
は
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
婦
人
会
・
愛
育
会
・
母
子
福
祉
会

な
ど
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
一
日

を
す
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
し
た
機
会
に
は

是
非
参
加
し
た
い
と
い
う
の
が
、
み
な

さ
ん
の
声
で
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
参
加
さ
れ
た
か
た
か
ら

ご
感
想
文
が
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

移
動
県
政
教
室
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
御
正
婦
人
会
　
馬
場
利
子

　
去
る
二
月
二
十
二
日
、
村
内
各
種
婦

人
団
体
の
希
望
者
数
十
名
は
、
県
及
び

役
場
職
員
と
共
に
、
一
台
の
バ
ス
に
同

乗
し
て
移
動
県
政
教
室
の
学
習
生
と
し

熱
鰯

て
県
内
学
習
視
察
を
実
施
し
た
。

　
場
所
は
、
上
尾
市
県
立
水
上
公
園
、

春
日
部
市
に
あ
る
東
光
園
、
久
喜
市
に

あ
る
県
立
園
芸
試
験
場
の
三
ケ
所
だ
っ

た
。
　
先
ず
上
尾
の
水
上
公
園
の
絵
の
よ
う

な
施
設
に
目
を
見
張
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
埼
玉
百
年
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
七
月
、
海

な
し
県
民
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
、
海
・
川
・
湖

な
ど
を
思
わ
せ
る
七
つ
の
プ
ー
ル
に
な

っ
て
お
り
、
巨
額
を
投
じ
て
つ
く
ら
れ

た
だ
け
に
実
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

　
真
夏
の
候
に
は
、
こ
こ
を
利
用
す
る

も
の
は
、
一
日
に
五
万
人
と
い
う
程
で

冬
季
は
流
水
プ
ー
ル
が
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
に
な
っ
て
若
人
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
春

秋
に
は
自
転
車
広
場
に
な
り
、
年
間
を

通
じ
て
県
民
憩
い
の
場
と
し
て
、
そ
の

役
割
り
を
果
し
て
い
る
姿
が
見
う
け
ら

れ
、
私
達
も
大
い
に
利
用
さ
せ
て
項
き

た
い
も
の
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
又
、
東
光
園
は
春
日
部
郊
外
に
建
設

さ
れ
た
立
派
な
施
設
で
、
寝
た
き
り
老

人
の
お
世
話
に
を
る
所
で
、
最
近
の
よ

う
に
老
人
問
題
の
叫
ば
れ
て
い
る
折
、

大
い
に
関
心
を
深
め
て
見
学
し
た
9

　
係
の
先
生
か
ら
の
お
話
に
よ
る
と
、

老
人
福
祉
法
に
も
と
ず
く
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
身
体
や
精
神
に
著
し
く
欠
陥
が

あ
る
た
め
に
人
手
を
要
す
る
人
々
を
収

容
す
る
施
設
で
、
医
療
設
備
は
整
備
さ

れ
、
専
任
医
師
・
看
護
婦
な
ど
配
置
し

健
康
管
理
に
重
点
を
お
い
た
運
営
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
病
室
は
清
潔
、
整
頓
が
行
き
届
き
、

ベ
ッ
ト
の
周
り
に
は
、
美
し
い
花
、
壁

か
け
な
ど
目
に
つ
く
中
に
白
髪
の
患
者

が
横
に
な
っ
た
り
、
座
っ
た
り
し
て
静

養
に
余
念
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
こ
の
九
割
は
寝
た
き
り
の
老
人
で
生

活
の
す
べ
て
を
看
護
婦
の
手
に
ゆ
だ
ね

て
い
た
。

　
一
週
に
一
度
は
特
別
の
方
法
で
風
呂

に
入
れ
て
頂
き
、
お
む
つ
の
交
換
は
一

日
数
回
、
時
間
を
定
め
て
行
な
わ
れ
て

い
る
。

　
洗
濯
さ
れ
た
お
む
つ
の
整
理
の
よ
う

す
も
見
学
し
た
が
、
・
幸
に
し
て
健
康
な

私
達
が
時
折
り
の
お
む
つ
集
め
に
協
力

で
き
る
よ
ろ
こ
び
も
共
に
感
じ
た
わ
け

で
あ
っ
た
。

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
民
生
委

員
を
通
じ
て
役
場
住
民
課
に
相
談
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
原
則
と
し
て
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

老
人
で
身
体
不
自
由
な
た
め
、
家
庭
で

世
話
を
受
け
ら
れ
な
い
事
情
に
あ
る
人

で
、
集
団
生
活
上
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
人
を
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
近
く
熊
谷
市
内
に
も
建
設
さ
れ
る
と

い
う
う
れ
し
い
お
話
も
伺
っ
た
。

　
東
光
園
に
別
れ
を
告
げ
、
次
の
地
に

向
う
一
同
の
心
の
中
を
往
来
し
た
も
の

は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
や
が
て
は
、
自
分
達
も
老
人
に
な
る

こ
と
、
ね
た
き
り
で
毎
日
を
過
ご
す
老

人
の
心
、
施
設
と
家
庭
生
活
と
…
・
．

現
在
の
自
分
の
生
活
態
度
の
反
省
な
ど

…
…
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

た
。
　
午
後
に
は
、
．
昭
和
四
十
年
に
農
業
試

験
場
園
芸
部
が
独
立
し
て
で
き
た
施
設

で
、
園
芸
や
作
物
の
品
種
改
良
や
栽
培

技
術
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
．

て
い
る
久
喜
市
の
広
大
な
園
芸
試
験
場

を
見
学
し
た
。

　
温
室
に
咲
ぎ
乱
れ
る
美
し
い
鉢
植
、

熱
帯
植
物
園
の
バ
ナ
ナ
、
サ
ボ
テ
ン
の

数
々
、
青
々
と
し
た
葉
か
げ
に
下
る
キ

ュ
ウ
リ
、
イ
チ
ゴ
の
赤
等
、
私
達
の
疲

れ
た
身
体
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
た
。

　
特
に
こ
の
埼
玉
イ
チ
ゴ
に
は
一
段
と

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
一
日
の
楽
し
い
移
動
教
室
を
無
事
に

終
り
、
一
同
こ
の
意
義
あ
る
計
画
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
埼
玉
県
政
の
一
端
に

触
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。
．

　
急
激
な
人
口
増
、
そ
れ
に
よ
る
施
設

の
増
設
、
複
雑
な
人
間
関
係
等
々
で
行

政
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
埼
玉
県
。
そ

の
県
民
の
一
入
と
し
て
、
め
い
め
い
の

心
に
社
会
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

意
欲
を
よ
り
多
く
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
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『
投
書
箱
』
か
ら

　
年
金
取
扱
い
に
つ
い
て
の
ぐ
ち

　
　
　
　
　
　
千
代
　
下
林
申
二
郎

　
人
生
、
何
が
い
や
だ
と
言
っ
て
年
を

と
る
く
ら
い
い
や
な
も
の
は
な
い
。

▲
そ
の
実
感
は
何
ん
で
も
そ
う
か
も
知

れ
な
い
が
、
自
分
が
そ
の
身
に
な
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
▲
昨
日
見
な
れ

な
い
郵
便
物
が
わ
が
家
へ
や
っ
て
来
た

　
一
見
し
て
わ
か
る
片
苦
し
い
“
そ
の
す

じ
の
も
の
”
ら
し
い
も
の
、
発
信
者
は

社
会
保
険
庁
保
険
部
業
務
課
。
正
確
を

・
期
す
る
の
は
、
お
役
所
と
し
て
第
一
に

大
切
な
こ
と
ら
し
い
が
、
荷
し
ろ
見
な

が
ら
書
い
て
も
書
き
ま
ち
が
え
る
よ
う

な
当
然
暗
記
な
ど
で
き
る
名
前
で
は
な

い
。
お
そ
る
お
そ
る
内
容
を
読
む
▲

　
お
役
所
文
書
は
、
ど
う
し
て
こ
う
む

ず
か
し
く
、
わ
ざ
と
わ
か
り
に
く
く
し

た
よ
う
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
▲
年
を
と
る
く
ら
い

い
や
な
事
は
な
い
と
は
、
す
怨
に
書
い

た
が
、
そ
の
理
由
の
第
一
は
肉
体
の
回

転
と
同
じ
よ
う
に
、
頭
の
回
転
が
非
常

に
悪
く
な
る
事
だ
▲
再
読
、
三
読
、
お

ぼ
ろ
げ
に
意
味
が
や
っ
と
わ
か
り
か
け

て
く
る
▲
要
す
る
に
老
令
年
金
を
め
ぐ

ん
で
や
る
に
つ
い
て
、
書
き
替
え
の
時

が
き
た
。
役
場
へ
行
っ
て
証
明
し
て
も

ら
い
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
必
ず
出
せ
。

出
さ
ね
ば
お
め
ぐ
み
の
方
は
断
ち
切
る

ぞ
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
▲
そ
の
あ
り

が
た
い
お
め
ぐ
み
の
お
金
三
八
、
九
五

六
円
。
こ
れ
に
対
す
る
文
句
は
言
う
べ

き
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
▲
た
と
え
こ

れ
だ
け
の
金
額
で
も
、
も
ら
わ
ぬ
よ
り

は
も
ら
い
た
い
か
ら
、
言
わ
れ
る
よ
う

に
証
明
を
受
け
て
出
す
だ
ろ
う
し
、
第

一
こ
れ
は
、
役
場
に
対
し
て
言
う
の
は

す
じ
ち
が
い
で
、
も
し
言
う
な
ら
ば
、

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
な
ん
と
か
と
言

う
所
へ
出
す
べ
き
で
し
ょ
う
▲
私
は
自

分
の
頭
の
悪
さ
を
あ
る
程
度
承
知
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
同
封
さ
れ
た
文

書
を
見
て
、
一
度
で
う
ん
う
ん
と
了
解

の
で
き
る
老
令
年
金
受
取
り
人
も
そ
れ

程
い
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
▲
私
は
、

お
ち
お
ち
夕
食
も
落
着
い
て
食
え
な
い

程
、
頭
を
痛
く
し
た
▲
な
ぜ
年
寄
り
を

よ
ろ
こ
ば
せ
て
く
れ
る
は
ず
の
お
役
所

が
、
こ
う
も
年
寄
り
の
頭
を
な
や
ま
せ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
▲
役
場
に
親
切

が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
面
倒
な
仕
事
を

何
と
か
肩
替
り
し
て
も
ら
え
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
▲
書
類
そ
の
他
は
揃
っ
て
い

る
は
ず
だ
し
、
何
と
か
そ
の
気
さ
え
あ

れ
ば
、
老
人
に
そ
の
権
利
で
さ
え
あ
る

老
令
年
金
に
対
し
“
お
め
ぐ
み
”
な
ど

と
い
う
皮
肉
を
言
わ
せ
る
程
、
思
想
を

悪
化
さ
せ
ず
に
す
む
と
思
う
の
だ
が
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

◎
ク
イ
ズ
の
こ
た
え

　
ー
ω
2
㈲
3
0う
4
0
う

　
5
■
α
　
6
α

　
あ
き
巣
や
ス
リ
に
ご
用
心

　
花
や
新
緑
を
求
め
て
、
本
格
的
な
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
家
族
ぐ
る
み
で

外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
あ
き
巣
と
行
楽
客

で
こ
み
あ
う
駅
・
列
車
・
バ
ス
な
ど
の

人
ご
み
を
狙
う
ス
リ
の
被
害
が
多
く
な

り
ま
す
か
ら
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
…
あ
き
巣
の
予
防
…

●
玄
関
や
勝
手
口
ば
か
り
で
な
く
、
ふ

　
だ
ん
戸
締
り
を
忘
れ
が
ち
な
応
接
間

　
風
呂
場
や
便
所
な
ど
の
高
窓
も
よ
く

　
狙
わ
れ
ま
す
。
で
か
け
る
前
に
は
必

　
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

●
現
金
・
貯
金
・
印
か
ん
な
ど
は
保
管

　
場
所
を
別
に
し
て
目
立
た
な
い
所
に

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
新
聞
、
牛
乳
な
ど
が
配
達
さ
れ
た
ま

　
ま
に
な
っ
て
い
て
は
、
ル
ス
が
わ
か

　
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
近
所
の
人
に
取

　
り
こ
ん
で
お
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
…
ス
リ
の
予
防
…

●
財
布
は
し
、
っ
か
り
と
肌
身
近
く
に
つ

　
け
て
、
混
み
あ
う
駅
や
列
車
・
バ
ス

　
の
中
な
ど
で
押
し
た
り
、
つ
き
ま
と

　
っ
た
り
す
る
人
に
は
特
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

●
列
車
の
な
か
で
は
、
上
着
に
財
布
を

　
入
れ
た
ま
ま
網
だ
な
や
帽
子
か
け
に

　
か
け
て
お
く
と
ね
ら
わ
れ
ま
す
か
ら

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
蓼
も
し
被
害
に
か
か
っ
た
ら
タ

●
現
場
は
絶
対
に
手
を
ふ
れ
な
い
で
警

　
察
官
の
く
る
の
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
手
を
ふ
れ
た
と
き
は
は
っ
き
り
警
察

　
官
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
め
辞
典

　
　
高
血
圧
の
人
は
降
圧
剤
を

　
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
の
専
門

家
の
研
究
発
表
に
よ
る
と
、
血
圧
の
高

い
人
で
降
圧
剤
を
飲
ん
で
い
た
人
は
、

飲
ま
な
か
っ
た
人
よ
り
脳
卒
中
に
か
か

る
率
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
血
圧
の
高
い
人
は
医
師
の
指
示
に

よ
り
、
降
圧
剤
を
飲
む
こ
と
を
お
進
め

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
豆
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
皆
様
の
原
，

9
’
鴨
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
融
　
　
稿
を
お
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

河
　
川
　
美
　
化
　
月

　
　
私
た
ち
の
川
を
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う

間

　
　
　
し

　
電
気
安
全
ス
ポ
ッ
ト

TEL22－4502

　
　
　
お
宅
の
電
気
の
節
電
は
〃
”

　
節
電
運
働
に
い
ち
早
く
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
東
電
で
は
、
節
電
方
法
や
安
全
な
使

い
方
の
講
習
会
（
無
料
）
を
開
催
し
て

奥
様
方
か
ら
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
一
報
下
さ
い
。

　
　
ご
利
用
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

　
　
ま
す
。

消
費
生
活

　
　
　
一
日
教
室
へ
ど
う
ぞ

　
県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
賢
い
消

費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
と
お
り
一
日
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
ら
、

熊
谷
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
鎌
倉
町
、

鎌
倉
ビ
ル
ニ
階
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

5
月
7
日
（
火
）
　
お
茶
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
研
究
会

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

5
月
14
日
（
火
）
　
家
庭
で
で
き
る
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ニ
ン
グ
（
種

　
　
　
　
　
　
　
　
類
と
方
法
）

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

）

）

）

）




